






　

フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー

ク
や
地
域
N
P
O

と
連
携
し
、
呉
羽
地

区
の
魅
力
を
創
出
す

る
た
め
の
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
や
ハ
ー
ド

ウ
ェ
ア
を
作
成
す
る

こ
と
を
目
的
に
活
動

し
ま
し
た
。
本
研
究
室
で
は
以
前
か
ら
、

夏
に
行
わ
れ
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー
ク
の
ナ

イ
ト
ズ
ー
で
子
供
達
に
向
け
て
イ
ベ
ン
ト

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
回
こ
れ
を
「
Ｄ

Ｘ
動
物
園
」
と
し
て
拡
張
し
、
学
生
と
連

携
し
て
新
た
な
ハ
ー
ド
＆
ソ
フ
ト
を
開
発

し
ま
す
。

　

今
回
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー
ク
内
の
自
然

体
験
セ
ン
タ
ー
内
に
常
設
す
る
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

カ
メ
ラ
の
前
の
顔
の
動
き
に
合
わ
せ
て
キ

リ
ン
の
首
が
動
く
サ
ー
ビ
ス
を
作
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
が
あ
れ
ば
誰
で
も
キ
リ
ン

に
な
れ
ま
す
！
ま
た
、
子
供
達
が
描
い
た

絵
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
上

で
動
か
し
た
り
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー
ク
の

動
物
と
記
念
写
真
が
撮
れ
る
サ
ー
ビ
ス
を

準
備
し
て
い
ま
す
。

Ｄ
Ｘ
動
物
園中

田
・
西
原
画
像
処
理
研
究
室

ｐ
Ｏ
Ｌ
Ｙ
Ｇ
Ｏ
Ｎ

天
文
部

　
天
文
部
で
は
富
山
県
庁
環
境
保
全
課
が
主

催
す
る
「
と
や
ま
ス
タ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」

に
お
い
て
、
星
の
説
明
や
天
体
望
遠
鏡
の
設

置
･
解
説
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ

ン
ト
は
身
近
な
環
境
保
全
の
実
践
や
エ
コ
ラ

イ
フ
の
推
進
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
天
文

部
で
は
2
0
0
0
年
初
期
に
制
作
さ
れ
た

自
作
の
反
射
式
望
遠
鏡
を
用
い
て
参
加
し
ま

し
た
が
、
主
鏡
の
経
年
劣
化
に
伴
い
望
遠
鏡

の
改
修
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
令
和

5
年
度
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
改
修
が
間
に
合
わ

ず
に
修
理
前
の
も
の
を
展
示
し
ま
し
た
が
、

約
1
0
0
名
の
お
客
様
に
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
ま
し
た
。
現
在
は
大
学
の
パ
ス
テ
ル
工

房
で
改
修
を
行
い
、
次
年
度
の
イ
ベ
ン
ト
に

向
け
て
部
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も

自
作
の
反
射
式
望
遠
鏡
を
使
用
し
て
地
域
交

流
を
持
続
し
て
い
き
た
い
で
す
。

ｐ
Ｏ
Ｌ
Ｙ
Ｇ
Ｏ
Ｎ
に
よ
る

　
　
　
　
　

     

地
域
協
働
活
動
の
報
告

自
作
の
反
射
式
望
遠
鏡
で
地
域
交
流
を

ー
と
や
ま
ａ
ｔ
ス
タ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
ー

P
O
L
Y
G
O
N
で
は
、
企
業
や
行
政
、

学
校
と
の
協
働
を
通
じ
て
、
Ｄ
Ｘ
推
進
や
社

会
課
題
の
解
決
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年

度
後
期
は
主
に
4
つ
の
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
①
富
山
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校
と

の
連
携
で
は
、
Ｖ
Ｒ
シ
ス
テ
ム
C
A
V
E

を
活
用
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
作
成
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
②
射
水
市
内
の
学
校
の
制
服

や
体
操
服
の
リ
ユ
ー
ス
活
動
に
向
け
、
画

像
処
理
を
用
い
た
判
別
シ
ス
テ
ム
の
開
発

を
行
っ
て
い
ま
す
。
③
富
山
県
の
農
村
地

域
の
活
性
化
を
目
的
と
し
た
事
業
に
お
い

て
、
若
者
の
参

加
を
促
す
た
め

の
、
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
用
い
た

広
報
活
動
を
実

施
し
ま
し
た
。

④
医
薬
品
工
学

科
の
研
究
室
に

て
、
試
薬
管
理

の
煩
雑
さ
を
解

決
す
る
た
め
の

シ
ス
テ
ム
開
発

を
進
め
て
い
ま

す
。

地域と協働する研究紹介

　昨年は富山県でも初めて線状降水帯を観測するなど″水″に起因する災害対策は喫緊の課題となってい
ます。この問題への対応策として、流域内の行政機関をはじめとする、ありとあらゆるステークホルダー
間の境を越えた新しい統合水資源管理「流域治水」の普及が社会課題となっています。参画する研究プ
ロジェクトでは、神通川流域をフィールドに、行政と住民や多様な関係者と科学者が、共創する取組み
が進んでいます。「流域」や「治水」を身近に感じてもらうために、研究室の学生が考えた流域につい
て学ぶフィールドワーク、シンポジウムやワークショップなどを開催するなど多様なステークホルダー
が交流する場を創出しています。富山北部高校で探究学習をする高校生とも一緒に活動しています。こ
のように、地域が協働して、身近な水から暮らしについて考えています。 

水災害に関する地域課題を解決する研究に従事　　　　 　環境・社会基盤工学科　吉見和鉱講師
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Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
活
動
紹
介
➀

　
ひ
ま
わ
り
サ
ー
ク
ル
で
は
、

ひ
ま
わ
り
畑
の
管
理
や
野
菜

な
ど
の
栽
培
を
軸
と
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
４
年
ぶ
り
で
あ

る
、
ひ
ま
わ
り
迷
路
に
挑
戦

し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
や
生

育
不
良
を
乗
り
越
え
、
射
水

市
を
拠
点
に
活
動
す
る
女
子

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
「
ア

ラ
ン
マ
ー
レ
富
山
」
と
協
働
で
取
り
組
み
ま
し
た
。
8
月

5
日
（
土
）
の
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
祭
に
迷
路
を
一
般
開
放
し
、

初
日
で
1
0
0
名
以
上
の
地
域
住
民
が
お
越
し
に
な
り
、

楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
来
年
度
は

も
っ
と
難
し
い
迷
路
に
し
た
い
と
下
級
生
が
意
気
込
ん
で

い
ま
す
の
で
楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
！

　
野
菜
栽
培
で
は
、
部
員
で
自
由
に
育
て
た
い
苗
を
選
び

お
世
話
を
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
ミ
ニ
ト
マ
ト
が
甘
い
と

大
好
評
で
し
た
。
育
て
方
を
工
夫
す
る
こ
と
で
、
市
販
よ

り
も
美
味
し
く
実
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ち
ゃ
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
園
芸
や
植
物
、

自
然
好
き
に
は
た
ま
ら
な
い
サ
ー

ク
ル
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
私
た

ち
と
一
緒
に
迷
路
の
よ
う
な
ビ
ッ

グ
イ
ベ
ン
ト
に
携
わ
り
、
ほ
の
ぼ

の
と
野
菜
た
ち
を
育
て
て
み
ま
せ

ん
か
？
ち
な
み
に
、
乾
燥
に
強
い

ひ
ま
わ
り
の
水
や
り
は
要
ら
な
い

の
で
ご
安
心
を
。

c
a
f
e
し
え
る
と
は
富
山
県
立
大
学
射
水
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
徒
歩
5
分
、
黒
河
の

静
か
な
住
宅
街
に
た
た
ず
む
カ
フ
ェ
で
す
。
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
と
ス
タ
ッ
フ
さ
ん

が
と
も
に
働
い
て
い
ま
す
。
C
O
C
O
S
は
C
a
f
e
し
え
る
を
盛
り
上
げ
、
黒
河
地

域
の
活
性
化
に
繋
げ
る
た
め
、
昨
年
度
か
ら
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
昼
休
み
の
お
弁
当
・
ス
イ
ー
ツ
販
売
を
4
月
25
日
（
火
）
と
5
月
30
日
（
火
）
の
計

2
回
行
い
、
販
売
商
品
の
メ
ニ
ュ
ー
の
提
案
や
販
売
の
補
助
を
行
い
ま
し
た
。
10
月
21

日
（
土
）
と
22
日
（
日
）
の
大
学
祭
で
は
、
協
働
し
て
考
案
し
た
学
祭
限
定
の
メ
ニ
ュ
ー

を
販
売
し
ま
し
た
。
9
月
23
（
土
）
と
24
日
（
日
）
に
行
わ
れ
た
『
旧
北
陸
道
ア
ー
ト

in
小
杉
』
で
は
、
カ
フ
ェ
を
運
営
し
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
昨
年
の
春
に
行
っ
た
「
桜

祭
り
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
作
品
を
飾
り
、
C
a
f
e
し
え
る
の
ス
イ
ー
ツ
を
食
べ

な
が
ら
、下
条
川
沿
い
の
桜
並
木
の
写
真
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。12
月
2
日（
土
）

の
『
ク
リ
ス
マ
ス
マ
ー
ケ
ッ
ト
in
富
山
』
で
は
、
C
a
f
e
し
え
る
の
焼
き
菓
子
を
販

売
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
C
a
f
e
し
え
る
を
多
く
の
方
に
認

知
し
て
も
ら
え
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
継
続
し
て
C
a
f
e
し
え
る
を
盛
り
上
げ
、
更
な
る
地
域
の
活
性
化
に
繋
げ

て
い
き
ま
す
。

学
生
団
体
紹
介　

ひ
ま
わ
り
サ
ー
ク
ル

じ
ゃ
が
い
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ｃ
ａ
ｆ
ｅ
し
え
る

　
『
じ
ゃ
が
い
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
食
卓
に
は
欠
か
せ
な
い
食
べ
物

で
あ
る
じ
ゃ
が
い
も
を
育
て
る
こ
と
で
、
射
水
市
に
避
難
し
て
い
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
方
々

へ
の
支
援
と
な
る
よ
う
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
植
え
付
け
か
ら
収
穫
ま
で
、
本
学
の
立

田
真
文
准
教
授
や
富
山
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校
、
旧
北
陸
道
こ
す
ぎ
商
盛
会
、
三
ヶ

地
域
振
興
会
の
方
々
と
協
働
し
て
行
い
ま
し
た
。
8
月
18
日
（
金
）
に
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
方
に
じ
ゃ
が
い
も
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
他
の
活
動
と
し
て
、
富
山
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校
に
伺
い
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
方
々

と
日
本
語
の
授
業
を
受
け
ま
し
た
。
9
月
1
日
（
土
）
に
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
方
を
含
め

た
富
山
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校
の
留
学
生
と
黒
部
峡
谷
ト
ロ
ッ
コ
電
車
に
乗
り
、
交

流
を
図
り
ま
し
た
。
じ
ゃ
が
い
も
で
の
支
援
を
起
点
に
、
様
々
な
方
々
と
関
わ
り
な
が

ら
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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令和５年度  地域志向教育・研究・学生自主プロジェクト採択一覧

・地域志向教育プログラム

・学生自主プロジェクト

・地域志向研究

テーマ 代表教員

クリスマスマーケット　in Toyama 教 養 教 育　　　 准教授　金城　朱美

視覚障害者の情報活用能力育成を意識した科学体験教室の実施と評価 知能ロボット　　准教授　本吉　達郎

丘陵地区を中心とした地域での電子機器を活用した貢献 情報システム　　  教授  　中田　崇行

地域小学生のための英語教室（2023 年度）と
地域の魅力向上等を通じた国際交流 教 養 教 育　　　  准教授　山崎　大介

ドローンを活用したプログラミング体験教室の拡充と大規模校への展開 知能ロボット　　  教授　  岩井　学

とやまで SDGs を考える：子育てと生態系の視点から 環境・社会基盤　准教授　中村　秀規

研究課題 代表教員

ため池改修事業と生物多様性保全の両立を図る手法の開発 教 養 教 育 　　  准教授　   鈴木　浩司

とやまの音づくりプロジェクト
 - 富山ガラス風鈴の音色の調査・発信と環境調和型ものづくりの実現 -- 機械システム　  准教授　  寺島　修 

モーションキャプチャとダンスを組み合わせたコンテンツの開発、
及びコンテンツを通じた地域交流と健康増進に関する研究 情報システム　　教授　　唐山　英明

小矢部市中山間部における廃校校舎を利用した大気環境観測 2023
―大気環境の変遷の評価と地域への情報発信― 環境・社会基盤　教授　    渡辺　幸一

テーマ 学生団体・代表者
・ひまわり迷路を通じて射水市の魅力発信

・コキアに表情をつけて植物を大切にする心を
ひまわりサークル
環境・社会基盤　４年　三原　正尚

・ジオラマによって神通川の地形や特徴を知ってもらう
・ジオラマを通して富山市の防災意識を高める

プラモデル制作部
機械システム　　３年　名葉　浩太郎

環水公園星空観察会における地域交流の
持続に向けた自作反射式望遠鏡の改修

天文部
環境・社会基盤　３年　遠藤　心和子　

旧北陸道の魅力発見及び下条川沿い小杉周辺の賑わい 地域協働研究会　COCOS
看護　　　　　　４年　西本　真彩

4 面 VR システム「CAVE」を用いた
コンテンツ開発による富山県立大学の魅力向上

POLYGON
情報システム　　４年　磯邉　健太

　本学では、学生が地域と主体的に関わり、地域課題解決や学生自身の成長が遂げられる活動を推進す
べく教員、学生による取り組みの支援を行っています。教育・研究・学生自主プロジェクトの 3枠で学
内公募し、採択結果は下記の通りになりました。
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令和 5 年度前期地域協働授業成果発表会　

　令和５年7月20日（木）5団体、21日（金）6団体が口頭発表形式で成果発表を行いました。本学学生、
教員、地域の関係者など 2日間で 130 名の参加がありました。

[ 第 1 日目 ]  7 月 20 日（木）13:10 ～ 14:40
➀「射水市の小学校を対象としたドローンプログラミング体験教室の拡充」

　　プレゼンテーション演習（知能ロボット工学科 　岩井学 教授）

➁「とやまの音づくりプロジェクト―富山ガラス風鈴の音色の調査―」
　　専門ゼミ（機械システム工学科　寺島修 准教授）

➂「とやまで SDGs：なんと SDGs パートナーから学び、伝える」
　　プレゼンテーション演習（環境・社会基盤工学科　中村秀規 准教授）

➃「富山県立大学のブランディング―実感の湧く情報発信―」
　　教養ゼミⅠ（教養教育センター　清水義彦 准教授）

➄「2023 年の COCOS」
　　地域協働研究会ＣＯＣＯＳ

[ 第 2 日目 ]  7 月 21 日（金）14:50 ～ 16:20

➀「富山市中心市街地の活性化について
　　―Instagram ” Reels” を用いた情報発信―」

　　トピックゼミⅠ（教養教育センター　濵貴子 准教授）

➁「学生団体 POLYGON 地域協働活動報告」
　　学生団体 POLYGON

➂「水文観測の現状と将来に向けて 」
　　トピックゼミⅠ（環境・社会基盤工学科　吉見和紘 准教授）

➃「六渡寺海岸での漂着ゴミから考える海ゴミ対策 」
　　トピックゼミⅠ（環境・社会基盤工学科　久加朋子 准教授）

➄「六渡寺海岸には何故ゴミが多いのか、日本海と太平洋との比較 」
　　トピックゼミⅠ（環境・社会基盤工学科　久加朋子 准教授）

令和5年度前期 富山県立大学

地域協働授業成果発表会
●開催日時

1日目：7月20日（木）13:10～14:40
2日目：7月21日（金）14:50～16:20

●開催場所

富山県立大学
射水キャンパス中央棟 大講義室

公立大学法人 富山県立大学 地域協働支援室

〒939-0398 富山県射水市黒河5180

TEL:0766-56-7500(内線 1255) FAX：0766-56-8022

MAIL:kyodo@pu-toyama.ac.jp URL：https://tpu-cbl.net

－
－
－

お問い合わせ

－
－
－

－
－
－

－
－
－

－
－
－

－
－
－

－
－
－

－
－
－

－
－
－

－
－
－

－
－
－

－
－
－

－
－
－

－
－
－

－
－
－

－
－
－

●ポスター展示期間

7月20日(木)～8月9日(水)

●ポスター展示場所

中央棟 1階 アカデミックモール

【小杉旧町（神社）】 【射水市金山】 【富岩運河】

地域で学ぶフィールドワークの様子➀
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－ 出展ポスター例 －

令和 5 年度後期地域協働授業成果発表会　

　令和 6年 1月 25 日（木） 11 団体、26 日（金） 6 団体がポスターセッション形式で成果発表を行いました。
本学学生、教員、地域の関係者など 2日間で 180 名ほどの参加がありました。

[ 第 1 日目 ]  1 月 25 日（木）13:10 ～ 14:40

➀「古写真カラー化で「まちの記憶」を鮮明に」
　　教養ゼミⅡ（教養教育センター 　小林一也 教授）

➁「クリスマスマーケット in TOYAMA を開催して」
　　教養ゼミⅡ（教養教育センター 　金城朱美 准教授）

➂「言語学習支援ボランティア（特製英語トランプの作成および
　　 児童英語教室の実施）と地域の魅力向上等を通じた国際交流」

　　教養ゼミⅡ（教養教育センター 　山﨑大介 准教授）
➃「「勉強×ゲーム」で主体性を育む」

　　教養ゼミⅡ（教養教育センター　清水義彦 准教授）
➄「射水市の小学校を対象としたドローンプログラミング体験教室の拡充」

　　専門ゼミ（知能ロボット工学科　岩井学 教授）
➅「小矢部市の山間部における大気環境観測 2023」

　　専門ゼミ（環境・社会基盤工学科　渡辺幸一 教授）
➆「とやまで SDGs：なんと SDGs パートナーから学び、伝える（その 2）」

　　専門ゼミ（環境・社会基盤工学科　中村秀規 准教授）
➇「とやまで SDGs を考える：子育てと生態系の視点から」

　　卒業研究（環境・社会基盤工学科　中村秀規 准教授）
➈「DX 動物園」

　　 中田西原画像処理研究室（情報システム工学科　中田崇行 教授　西原功 講師）
➉「氷見市大浦大池の改修事業と生物多様性の保全の両立を図るために」

　　鈴木浩司　准教授（教養教育センター）
⑪「COCOS の活動紹介」

　　地域協働研究会ＣＯＣＯＳ

[ 第 2 日目 ]  1 月 26 日（金）14:50 ～ 16:20

➀「ペットのための持続可能なエンディング事業の提案」
　　トピックゼミⅡ（知能ロボット工学科　岩井学 教授）

➁「富山県の水の文化について ‐黒部市 を中心に」
　　トピックゼミⅡ（教養教育センター　金城朱美 准教授）

➂「ガラス風鈴づくりにおける機械工学を活用した設計支援の可能性の検討」
　　寺島研究室（機械システム工学科　寺島修 准教授）

➃「氷見市大浦大池の改修事業と生物多様性の保全の両立を図るために」
　　鈴木浩司　准教授（教養教育センター）

➄「POLYGON による地域協働活動の報告」
　　学生団体 POLYGON

➅「COCOS の活動紹介」
　　地域協働研究会ＣＯＣＯＳ

ポスター

●「富山市中心市街地の活性化について
　    ⸺ 西町の歴史と魅力を発信する :Instagram “リール” を用いた情報発信」

　　トピックゼミⅡ（教養教育センター　濱貴子 准教授）
●「視覚障害者の情報活用能力育成を意識した科学体験教室の実施と評価」

　　専門ゼミ（知能ロボット工学科　本吉達郎 准教授）

地
域
協
働
授
業
成
果
発
表
会

令
和
５
年
度
後
期

富
山
県
立
大
学

公立大学法人 富山県立大学 地域協働支援室 〒939-0398 富山県射水市黒河5180
TEL:0766-56-7500(内線 1255) FAX：0766-56-8022
MAIL:kyodo@pu-toyama.ac.jp URL：https://tpu-cbl.net

〇お問い合わせ

１日目
2024年１月２５日（木）13:10～14:40

２日目
2024年１月２６日（金）14:50～16:20

〇開催日時

〇開催場所

〇ポスター展示期間

富山県立大学
射水キャンパス中央棟 大講義室

１月２５日（木）～２月９日（金）

〇ポスター展示場所

中央棟 １階アカデミックモール
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詳細はこちらから

令和４年度（R5年3月） 
　①小林 将 　　　②工学部 機械システム工学科 ４年 
　③富山県用水道管漏水 検知システムの提案

令和５年度（R5年12月） 
　①西本 真彩 　　②看護学部 看護学科 ４年 
　③地域協働研究会COCOSでの活動 

　①平野 愛奈 　　②工学部 知能ロボット工学科 ２年 
　③地域協働研究会COCOSでの活動  

　（①名前　②所属・学年　③活動テーマ　※②は認定時の情報です） 

R4 年度認定　小林　将

富山県用水道管漏水検知システムの提案 

　現在、全国的に水道管の漏水問題が深刻となって
おり、IoTを活用した漏水検知システムの導入が全国
の自治体で進められています。富山県でも既存の漏
水検知システムの導入検討を進める中で、既存のシ
ステムは富山県用に最適化されておらず、システム
導入後の運用や検知精度について課題が生じる可能
性が指摘されていました。このような背景から、私
は同学科の4名でグループを結成し、富山県で利用・
運用が可能な漏水検知システムのあるべき姿の探索
を行いました。具体的には、漏水検知システムの実
証実験において、システムメーカから提供された検
知結果表示用ソフトウェアの性能検証、検知結果の

整理や考察、これ
からのシステムに
求められる仕様の
検討を行い、シス
テムメーカにより
検知精度に違いが
あることや、表示
用ソフトウェアの
ユーザビリティに
運用上の課題があ
ることが明らかに
なりました。

　本学では、学生の社会参画力
や課題解決力の育成を図るた
め、地域課題解決力を養う活動
に参加し、地域と連携の上、地
域課題の解決に特に主体的に取
り組んだ学生を、その学生から
の申請に基づき審査のうえ、「新 
未来の地域リーダー」と認定し
ております。

　本学の立田真文研究室（環境・社会基盤工学科）では、限りある資源
を有効活用した循環型社会の構築に向けた実践として、リユース制服の
循環システムについて研究実践を進めてきました。今年度、射水市公募
提案型市民協働事業（＊ 1）に採択され、射水市の担当課（環境課・子育
て支援課）および地域の企業や関係機関と共に、制服などをリユースし
循環する仕組みづくりに取り組んでいます。 

●毎月１回（第 3 日曜）の譲渡会を開催中 　●市役所（本庁舎）に回収 BOX を設置中

大切に
してき

たもの
を 

次に大
事にし

てくだ
さる方

へ 

想いを
つなぐ

架け橋
に 

「新 未来の地域リーダー」とは 

　この取組みでは、限りある資源の有効利用だけでなく、事業に関わる人
たちの就労支援や、経済的に厳しい家庭の子育て支援にも繋げることを目
指しています。  
　使わなくなった状態が良い制服類（体操服、柔道着など）をお持ちの方
は回収にご協力ください。また、この取組みにご興味がある企業・団体の
ご協力もお待ちしております。 

＊１：採択事業名「ローカル SDGs に向けた制服循環システムの構築」 詳細・問い合わせはこちらから

新 未来の地域リーダー取り組み

新 未来の地域リーダー認定者

新 未来の地域リーダー制度紹介

制服をリユースする仕組みづくりを始めています
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ラ

ム

～
協
働
し
た
方
々
の
声
➀
～

地域

大
和
富
山
店　

戸
田
未
来

　

私
は
大
和
富
山
店
Ｓ
Ｎ
Ｓ
担
当
で
す
。
濱
ト
ピ
ッ
ク
ゼ
ミ

に
は
昨
年
か
ら
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
今
回
2
回

目
の
取
り
組
み
で
し
た
。
私
自
身
、
社
会
人
3
年
目
で
学
生

の
み
な
さ
ん
と
ほ
ぼ
同
世
代
。
経
験
も
浅
い
自
分
が
講
師
な

ん
て
…
と
、
く
す
ぐ
っ
た
い
気
持
ち
で
お
引
き
受
け
た
お
話

で
し
た
。

　

今
私
が
職
場
で
担
当
し
て
い
る
の
は
広
報
の
分
野
で
す
。

ど
う
し
た
ら
お
客
様
に
よ
り
よ
く
大
和
の
魅
力
が
伝
わ
る
か
。

毎
回
工
夫
を
凝
ら
し
、
あ
た
ま
を
悩
ま
せ
て
い
る
な
か
で
、

同
世
代
の
学
生
さ
ん
と
交
流
し
、
学
生
さ
ん
の
反
応
を
肌
で

感
じ
、
職
場
に
帰
っ
て
か
ら
自
分
自
身
の
仕
事
を
見
直
す
よ

い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
学
生
の
み
な
さ
ん
と
実
際
に
街
に

出
て
、
取
材
、
撮
影
、
そ
し
て
動
画
編
集
を
す
る
中
で
、
私

自
身
、
あ
た
ら
し
い
ア
イ
デ
ア
や
ひ
ら
め
き
、
発
見
も
あ
り

ま
し
た
。

　

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
特
に
私
た
ち
世
代
に

と
っ
て
は
も
は
や
肌
身
離
せ
な
い
ツ
ー
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
ツ
ー
ル
を
上
手
に
活
用
す
る
ス
キ
ル
は
こ
れ
か
ら
の
社

会
人
に
と
っ
て
は
必
要
不
可
欠
な
武
器
と
も
言
え
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
い
か
に
自
分
の
推
し
を
よ
り
効
果
的
に
Ｐ
Ｒ
し
、

反
応
、
結
果
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
か
、
こ
れ
か
ら
も
工
夫
、

悩
み
の
日
々
で
す
。

　

学
生
の
み
な
さ
ん
も
近
い
将
来
社
会
に
出
る
か
と
思
い
ま

す
が
、
今
回
の
活
動
が
ど
こ
か
で
役
に
立
つ
と
嬉
し
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

Ｒ
5
年
8
月
執
筆

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
活
動
紹
介
➁

9
月
16
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
た
『
ゼ
ロ
ニ
イ
め
ぐ
る
マ
ル
シ
ェ
』
は
、
様
々
な

立
場
の
人
に
と
っ
て
「
S
D
G
s
を
自
分
事
と
し
て
小
さ
な
こ
と
か
ら
一
緒
に
意

識
し
、
考
え
る
機
会
」
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
C
O
C
O
S

は
氷
見
で
S
D
G
s
に
力
を
入
れ
て
い
る
岸
田
木
材
と
協
働
し
て
、
木
工
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
運
営
し
ま
し
た
。
事
前
に
岸
田
木
材
へ
伺
い
、
木
材
の
地
産
地
消
や
、

森
を
守
る
た
め
に
間
伐
が
必
要
な
こ
と
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。
当
日
は
、
ぶ
ん
ぶ
ん

ご
ま
と
木
端
時
計
作
り
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
パ
ネ
ル
な
ど
で
学
ん
だ
こ
と

を
伝
え
ま
し
た
。
10
月
28
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
た
『
し
え
る
ま
つ
り
』
と
12
月
17

日
（
日
）
の
子
育
て
支
援
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
ぶ
ん
ぶ
ん
ご
ま
の
木
工
体
験
を
行
い
ま

し
た
。
3
つ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
普
段
関
わ
る
こ
と
の
な
い
地
域
の
方
と
交

流
で
き
ま
し
た
。　

8
月
21
日
（
月
）
に
、『
都
市
農
村
交
流
事
業
農
村
広
報
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
』
の
任

命
式
に
参
加
し
ま
し
た
。
C
O
C
O
S
は
広
報
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
と
な
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
農
村
交
流
事
業
を
体
験
し
、
活
動
を
通
じ
た
経
験
を
活
か
し
、「
若
者
の
視
点
」、

「
よ
そ
者
の
視
点
」
で
若
者
へ
の
効
果
的
な
広
報
活
動
の
企
画
・
提
案
を
考
え
て
い

ま
す
。

　
秋
に
は
、
氷
見
市
漁
業
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
で
か
ま
ぼ
こ
絵
付
け
体
験
に
参
加
し

ま
し
た
。
普
段
と
異
な
る
経
験
を
得
ら
れ
、
富
山
の
文
化
に
触
れ
る
貴
重
な
機
会
と

な
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
都
市
農
村
事
業
の
広
報
活
動
や
、
企
画
の
提
案
を
行
う

予
定
で
す
。
体
験
で
の
気
づ
き
を
も
と
に
、
若
者
が
都
市
農
村
交
流
事
業
へ
参
加
し

や
す
い
仕
組
み
作
り
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

C
O
C
O
S
は
、
こ
れ
か
ら
先
も
様
々
な
活
動
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
方
々
と
交
流
す
る
こ
と
で
、

地
域
の
課
題
を
見
つ
け
、
解
決
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

木
工
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

都
市
農
村
交
流
事
業
農
村
広
報
ア
ン
バ
サ
ダ
ー

（15）富山県立大学　CBL ニュース　第 14 -15 号



グラフィック
レコーディング講座

CBLnews
バックナンバー

公立大学法人富山県立大学　地域協働支援室
http://tpu-cbl.net
〒 939-0398　富山県射水市黒河 5180
射水キャンパス（中央棟  1 階　N-103）
TEL:0766-56-7500（内線 1255）FAX:0766-56-8022
E-mail:kyodo@pu-toyama.ac.jp
編集：地域協働研究会 COCOS　  発行 : 令和 6 年 3 月

第1回　
2023年11月17日

（16）

コ

ラ

ム

～
協
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方
々
の
声
➁
～

卒業生

看
護
学
科　

西
本
真
彩

2
0
2
4
年
3
月
卒
業

　
約
4
年
間
、
地
域
協
働
研
究
会
C
O
C
O
S
に
て
様
々
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
私
が
活
動
に
お
い
て
一
番
力
を
入
れ
た
こ
と
は
「
組
織
内
で
の
対
話
」

と
「
地
域
と
の
対
話
」
を
行
う
こ
と
で
し
た
。「
対
話
」
は
話
を
傾
聴
し
合
い
、
共
感

し
合
う
こ
と
で
相
互
理
解
を
進
め
、
同
じ
目
標
に
向
か
う
た
め
の
も
の
で
す
。
私
は

看
護
学
部
の
学
生
で
あ
り
、
看
護
の
世
界
で
も
「
対
話
」
を
行
う
こ
と
は
重
要
な
こ

と
で
あ
る
た
め
、
C
O
C
O
S
の
活
動
で
も
「
対
話
」
に
注
力
し
ま
し
た
。

　
「
組
織
内
で
の
対
話
」
で
は
、
C
O
C
O
S
に
多
学
科
の
学
生
が
所
属
し
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、
私
に
と
っ
て
他
学
科
生
の
考
え
や
価
値
観
は
面
白
く
、
新
た
な
発
見

ば
か
り
で
し
た
。
多
様
で
素
敵
な
メ
ン
バ
ー
と
共
に
、
地
域
の
課
題
を
起
点
と
し
て

自
分
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
れ
ば
課
題
解
決
に
繋
が
る
の
か
、
そ
の
た
め
に
は
何

が
必
要
か
時
間
を
か
け
て
話
し
合
い
ま
し
た
。「
地
域
と
の
対
話
」
で
は
、
協
働
相
手

の
意
見
や
考
え
を
受
容
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
誰
の
た
め
の
、
何
の
た
め
の
活
動

な
の
か
、
組
織
内
の
自
分
た
ち
本
位
な
考
え
に
な
ら
な
い
よ
う
「
対
話
」
を
通
じ
、

本
当
に
「
協
働
」
が
で
き
て
い
る
の
か
を
常
に
意
識
し
な
が
ら
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、組
織
内・地
域
の
双
方
向
の
意
見
が
交
わ
る
よ
う「
対
話
」を
重
ね
ま
し
た
。

も
っ
と
も
、
至
ら
な
い
部
分
も
多
く
、
で
き
な
い
自
分
を
悔
や
む
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、
そ
の
た
び
に
メ
ン
バ
ー
が
一
緒
に
向
き

合
っ
て
く
れ
た
か
ら
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
何
よ
り
地
域
の
方
々
は
、
私
の
こ
と
を
一

学
生
と
し
て
で
は
な
く
協
働
相
手
の
1
人
と
し

て
関
わ
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
未
熟
な
私
と

共
に
活
動
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
へ
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

地
域
協
働
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座

講
師
：
反
中
ひ
ろ
の
さ
ん
﹇
本
学
卒
業
生
﹈（
株
式
会
社
た
が
や
す
）

※
12
月
22
日
に
第
２
回
を
開
催
す
る
予
定
で
し
た
が
、
大
雪
の
た
め
中
止

　
地
域
協
働
に
お
け
る
対
話
・
交
流
で
役
立
つ
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
、
昨
年

に
引
き
続
き
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
は
、
地
域
協
働
に
限
ら
ず
、
研
究
室
や
サ
ー
ク

ル
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
あ
る
い
は
自
己
内
省
な
ど
一
人
用
に
加
え
、
ま
た
社
会

に
お
け
る
様
々
な
場
面
で
活
か
せ
る
技
術
で
す
。
今
回
は
、
富
山
短
期
大
学
の

関
係
者
を
中
心
と
す
る
N
P
O
「
り
ぼ
ん
f
r
o
m
と
や
ま
」
と
の
合
同
で

開
催
し
、
短
大
の
学
生
や
卒
業
生
な
ど
の
参
加
も
あ
り
、
よ
り
多
様
性
の
高
い

交
流
の
場
に
も
な
り
ま
し
た
。

オ
レ
ン
ジ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ｉ
ｎ
射
水

～
が
ん
ば
る
女
性
を
み
ん
な
で
応
援
～
︵
３
月
１
日
～
１
０
日
︶

　
３
月
8
日
の
国
際
女
性
デ
ー
に
合
わ
せ
、
女
性
の

エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
つ
い
て

啓
発
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
、
射
水
市
ア
ラ
ン
マ
ー

レ
富
山
、
本
学
が
連
携
し
て
実

施
し
ま
し
た
。

　

今
回
も
こ
れ
ま
で
と
同
様

に
、
ア
ラ
ン
マ
ー
レ
富
山
応
援

パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
、

中
央
図
書
館
で
の
特
別
展
、
小
杉
駅
地
下
道
・
海
王
丸

の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
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